

























































































談話番号 話者 ID 年齢 居住歴









































































　表 2 は、3 節でみた談話調査から、否定辞の使用について見た結果である。
表２　否定辞












　それによると、関西地方に居住歴のある WMC、WMA、WMB が - ヘ
53移住と言語変容
ンを使用する一方、関西地方に居住歴のない、もしくは短い WFA、WFB





一方、関西に居住歴をもつ若狭地方出身者（談話 2）は、- ンに加え - ヘ
ンを使用している。
（2）049WMA：何フェチって聞いたけどなかなか答えてくれへんねん。
 （談話 2 より）
WMB と、WMC の会話（談話 3）においても、数は少ないものの、- ヘ
ンの使用がみられた。
（3）68WMC：ビル一個しか建たへんやん。 （談話 3 より）
次に、談話 4 で見られた否定辞の使用について具体例を示す。表 2 をみ
ると、全員が、否定辞 - ン、- ヘンを使用していることがわかる。
（4）284WME：なんかわからんのやわ。
（5）4WME：いやまだ住んどらへん。結局、式終わってから、住も















対事・非関係 対事・関係 対人・非関係 対人・関係
ノヤ ○ ○ ○ ○ ○


























　表を見ると、談話  では WFA、WFB ともに「ノヤ」のみを使用して
おり、「ネン」は用いられていない。
（）074WFB：無理なんやけど、そろそろ。今日＃＃＃で赤飯もら
えたんやん、赤飯のおにぎり。 （談話  より）










 （談話 3 より）


























































間投助詞サの使用が見られるのは WMA、WME のみである 3）。
表 6　間投助詞
談話番号 話者 ID サ ナ

WFA - 5 4
WFB -  3
2 WMA 4  -
3
WMB - 3 -
WMC - - -
4
WMD - 2 7
WME 2 - 2



























































































2） 談話 2 の OFA は WMA の対話の相手であり、大阪府出身者である。談話
2 について、4 節では若狭地方出身者である WMA の方言使用に注目する。






















































Immigration and Language Change: With the Case of the People from 
Wakasa, Fukui Prefecture
Takafumi HAMADA
Thispaper is intended to focus on language change among the
peoplemakingthemigrationawayfromtheirhometown.Specificallythree




Asa result, the following threepointsbecameclear.First, ithas
becomeclearthatthepeople fromWakasawho lives intheKansaiarea
nowuse“-hen”. Secondly they also use“nen”.Lastly,”uneri-tone” is
recordedfromalltheinformantswhentheytalkinWakasaarea.
Theresultofthisresearchclearlyshowstwoimportantfactsonthe
relationshipbetweenmigration and the language change.Theuse of
“-hen”and“nen”dependsonwhetherthe informantshavetheprevious
historyof residence inKansaiarea;on theotherhand,whether“uneri-
tone”canbe found inwhichtheyarespeakingdependsonwherethey
haveaconversation.
This paper attempts to cast the new light on the relationship
betweenimmigrantsandthechangeoflanguage.Theresultsinthispaper,
however,areonly limited in thematerialson thepeople fromWakasa,
Fukuipref.Thesimilarresearchesonpeoplefromotherareasarehighly
expected.
